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小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

第341号� 2019.７.15

７月の主な活動
	 5日	第９回四役会議

	13日	土曜相談会

	24日	第９回執行委員会

	27日	青年・女性委員会
	 	　　　　　合同研修

	29～31日
	 	中東、北アフリカ訪問団
	 来訪（JILAF）

第29回勤労者駅伝大会
参加チーム募集開始！  多くの参加チームを求む！

と　き　2019年９月７日（土）
ところ　新潟市陸上競技場・信濃川やすらぎ堤緑地
種　目　24.4km　６人リレー
スタート・たすき渡し・ゴールの場所はすべて陸上競技場です。
陸上競技場無料駐車場を使用する場合、電子メールでの申込みが必要です。

連合新潟  2019春季生活闘争 第８回（最終）集計結果（7月11日現在）
【賃金：定昇込み平均賃上げ方式　回答・妥結集計】

☆回答・妥結報告があった組合253組合（52,888名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2019額・率」と「2018額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式 【回答・妥結集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率
計 136 37,200 5,002 1.95 4,043 1.67 5,199 2.03 4,111 1.70 -197� -0.09� -68� -0.03�

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間88組合（25,185名）、夏季のみ54組合（7,783名）。
額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通り。
１．年間回答妥結集計結果

【額集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
計 43 11,734 1,209,655 1,088,846 1,200,001 1,070,781 9,654� 18,065�
【月数集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 56 20,314 4.33 4.18 4.30 4.10 0.03� 0.08�

２．夏季のみ回答妥結集計結果� 	
【額集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
計 65 14,225 536,610 464,993 547,058 467,406 -10,448� -2,413�
【月数集計】

集計組合 2019 2018実績 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 87 25,429 2.11 1.96 2.12 1.97 -0.01� -0.01�

第25回 参議院議員選挙
連合組織内比例代表候補者

浜野よしふみ
電力総連（現１期）

吉川さおり
情報労連（現２期）

もりやたかし
私鉄総連（新人）

田 村まみ
ＵＡゼンセン（新人）

いそざき哲史
自動車総連（現１期）

石上としお
電機連合（現１期）

田中ひさや
ＪＡＭ（新人）

小沢まさひと
ＪＰ労組（新人）

みずおか俊一
日教組（元２期）

〈案内〉

連
合
新
潟
の
年
間
活
動
を
中
間
確
認

　

６
月
18
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
、
第
64
回
地
方

委
員
会
を
開
催
し
、
役
員
・
地

方
委
員
、
特
別
地
方
委
員
99
人

（
内
、
女
性
14
人
）
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

議
案
で
は
第
63
回
地
方
委
員

会
以
降
の
活
動
報
告
、
２
０
１

９
年
度
上
半
期
財
政
報
告
・
会

計
監
査
報
告
、
第
19
回
統
一
地

方
選
挙
の
ま
と
め
に
関
す
る
件

の
報
告
の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
行

わ
れ
る
第
25
回
参
議
院
選
挙
の

取
り
組
み
を
確
認
し
、
そ
の
他

に
連
合
新
潟
結
成
30
年
を
記
念

事
業
に
つ
い
て
、
企
画
委
員
会

か
ら
の
答
申
を
受
け
て
、
今
後

具
体
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
で
は
、
役
員
交
代
、

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
中
間

ま
と
め
、
２
０
１
９
年
度
後
半

春
季
生
活
闘
争
の
中
間
ま
と
め
な
ど

夏
の
政
治
決
戦
の

    

火
蓋
は
切
ら
れ
た

全
力
で
闘
い
抜
こ
う
�

　

第
25
回
参
議
院
選
挙
が
公
示

さ
れ
、
夏
の
政
治
決
戦
の
火
蓋

が
切
ら
れ
ま
し
た
。
連
合
は
、

こ
の
参
議
院
選
挙
を
「
働
く

者
・
生
活
者
の
立
場
に
立
っ
た

政
治
勢
力
を
拡
大
し
、
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の
実

現
に
向
け
た
極
め
て
重
要
な
闘

い
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

７
月
21
日
の
投
開
票
日
ま
で
組

織
の
総
力
を
あ
げ
、
よ
り
一
層

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

第
二
次
安
倍
政
権
発
足
以
降
、
政

治
は
、
日
々
の
暮
ら
し
に
不
安
を
抱

く
生
活
者
や
、
懸
命
に
働
く
労
働
者

の
声
は
後
回
し
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
安
倍
政
権
が
強
調
し
て
き

た
経
済
成
長
も
、
働
く
者
や
生
活
者
、

地
方
に
そ
の
実
感
が
及
ぶ
こ
と
な
く
、

陰
り
を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。
年
金

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
に

つ
い
て
も
、
国
民
の
不
安
を
払
拭
す

る
努
力
を
怠
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、

名
ば
か
り
の
全
世
代
型
社
会
保
障
改

革
の
も
と
で
自
助
努
力
に
偏
重
し
た

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、

労
働
組
合
が
積
極
的
に
交
渉
を

進
め
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
一
方
で
、
中
小
組
合
の
賃

金
水
準
は
い
ま
だ
に
低
位
に
あ

る
た
め
、
引
き
続
き
格
差
是
正

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
年
の
取
り
組
み
と

課
題
は
２
０
２
０
春
季
生
活
闘

争
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆調査対象組合
　連合新潟加盟組合の民間229組合（運輸・ハイタク・流通関係を除く）を対象としました。
◆調査・集計
　往復はがきによるアンケート方式で、2019年６月に実施しました。６月30日までに回答
のあった150組合（回収率65.5％）のうち、各項目で集計可能な組合の結果は以下のとおり
です。
（１）休日パターン
１．８月10日から８月19日まで（９日間）の平均
休日数は、6.6日でした。

　　この期間、９連休とした組合は34組合で全
体の22.7％、５連休以上の組合は全体の68.6
％となりました。

２．業種別では、情報通信業が９日、続いて製造
業が7.1日となりました。医療福祉や電気ガス
水道関連などは少ない傾向となりました。

３．規模別では、300～999人で6.9日と最も多
くなり、規模が小さくなると休日数が少ない傾
向となりました。

（２）業種別集計

業種 鉱業 建設業 製造業 電気・ガス
熱供給・水道業

平均休日数 5.0	 5.8	 7.1	 4.6	

業種 情報
通信業 医療・福祉 複合

サービス業
サービス業
・その他 計

平均休日数 9.0	 4.0	 5.5	 4.5	 6.6	
（３）規模別

規模 1000人以上 300～999人 100～299人 99人以下
平均休日数 6.7	 6.9	 6.5	 6.4	

「年休取得に関わる協定改定調査」集計（2019年６月時点）
　年５日の年次有給休暇の確実な取得に向けた、就業規則・労使協定の改定実施有無の調査。

『改定した…72組合』『改定していない…65組合』『年休起算日にあわせて改定する…８
組合』でした。（無回答…５組合）
※『改定していない』の回答には、既存の就業規則等で本件を包括できていた場合も含まれます。

＜背景＞
　2019年４月から、年10日以上の年次有給休暇が付与される労働者について、有給休暇取得
５日未満の者に対し使用者が有休の時季指定を行い、５日以上の有休を取得するようにしな
ければなりません。これに伴い、対象となる労働者の範囲や時季指定の方法等を就業規則に
記載しなければならず、規則の改変が必要となる場合があります。

　

最
後
に
、
牧
野
会
長
の
「
１

０
０
０
万
連
合
実
現
」「
参
議

院
議
員
選
挙
、
新
潟
選
挙
区
と

比
例
区
の
推
薦
候
補
者
全
員
の

当
選
」
に
向
け
た
、
力
強
い
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
地
方
委
員

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

地
方
委
員
会
終
了
後
に
は
、

新
潟
駅
前
で
街
宣
活
動
を
お
こ

な
い
、
春
季
生
活
闘
争
の
結
果

を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
連
合

新
潟
の
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

の
活
動
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
で
は
、

定
昇
込
み
平
均
賃
上
げ
額
は
昨

年
同
時
期
を
若
干
下
回
る
も
の

の
賃
上
げ
の
流
れ
は
確
実
に
継

続
し
て
い
ま
す
。
特
に
99
人
以

下
の
中
小
組
合
は
前
年
同
時
期

を
超
え
て
い
て
、
こ
れ
は
「
人

材
の
確
保
・
定
着
」
に
対
す
る

労
使
の
認
識
が
従
来
以
上
に
深

2019年８月の連休調査、および年休に関わる協定実施調査

7月21日
投開票日

期日前投票も　
はじまっています�

2019にいがた
ワーク＆ライフフォーラム

in新潟
日時	 ９月28日（土）10：00～
	 （受付開始９：30）全体会
会場	 新潟市中央区
	 　新潟東映ホテル
◆連合新潟のセッション
	 （13：30～15：00）
　＜タイトル＞
　　どうなる「同一労働同一賃金」
	 －給料は？待遇は？－
申込締切：８月８日（木）17時必着

制
度
に
舵
を
切
る
懸
念
す
ら
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
政
府
は
、
様
々
な
問
題

を
追
及
す
る
野
党
の
声
に
耳
を
傾
け

る
ど
こ
ろ
か
、
公
文
書
を
は
じ
め
と

す
る
情
報
の
隠
蔽
や
改
ざ
ん
を
繰
り

返
し
、
政
治
へ
の
信
頼
を
大
き
く
失

墜
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
信
頼
す
る
に
足

ら
な
い
、
緩
み
と
驕
り
が
蔓
延
し
た

今
の
政
治
を
変
え
る
と
い
う
大
義
に

立
ち
、
組
織
内
に
限
ら
ず
多
く
の
人

た
ち
と
危
機
感
を
共
有
し
、
そ
れ
を

確
実
に
投
票
行
動
に
結
び
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
比
例
代
表
で
立
候
補

す
る
組
織
内
候
補
者
全
員
の
当
選
は

も
ち
ろ
ん
、
連
合
新
潟
が
推
薦
し
た

う
ち
越
さ
く
ら
候
補
者
の
必
勝
に
向

け
、
連
合
新
潟
に
集
う
12
万
人
の
仲

間
の
力
を
結
集
し
、
全
力
で
闘
い
抜

き
ま
し
ょ
う
！

うち越
こし

さくら　公式サイト
https://www.tomonisaku-niigata.com/



新潟推進本部（新潟県総合⽣活協同組合）

連　　　合　　　新　　　潟

Go

要請書を手交する八木男女平等委員長（右）

参加者で記念撮影
左端は講師の志垣一寅さん

男女平等研修会風景

連合新潟の参加者
（右端が米山副会長）

0%

33%

67%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことが
ない

活動内容も
知っている

名前なら

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

2019年７月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第341号

雨
オ
ン
ナ
、
晴
オ
ン
ナ

と
い
う
け
れ
ど
そ
れ
っ

て
あ
り
？
な
し
？
目
的

地
に
到
着
し
て
小
雨
だ

か
ら
走
れ
ば
大
丈
夫
と

車
の
ド
ア
を
開
け
た
瞬

間
、
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く

り
返
し
た
よ
う
な
大
雨

に
あ
た
っ
た
こ
と
が
何
度
か
あ
る
。

友
人
は
旅
行
で
雨
に
降
ら
れ
た
こ

と
一
度
も
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
先

日
そ
の
友
人
と
出
か
け
た
。
バ
ス

に
乗
る
と
雨
が
降
り
だ
し
、
見
学

で
外
に
出
る
と
雨
が
止
ん
で
い
た
。

晴
様
の
お
か
げ
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

や
っ
ぱ
り
あ
る
ん
だ
「
雨

オ
ン
ナ
、
晴
オ
ン
ナ
」（
笑
）

６月ホームページアンケート結果発表
質問：６月のアンケートは「ILO（国際労働機関）を
知っていますか？」でした。
　認知度はまずまず。世界の労働条件・雇用環境等を
改善し向上させるために設立されたILOは、政労使の
各代表が参加し構成され、今年で設立100周年を迎え
ました。設立時から加盟し貢献している日本ですが、
基本条約の「強制労働廃止」と「差別待遇（雇用・職
業）」の２点が未批准です。これらの批准にむけ、連
合を含め政労使で一層の努力が求められています。
　さて、7月のＨＰアンケートは、「東京オリンピック
の観戦に必要なあれ」に関してです。投票をお待ちし
ています！

６
月
は

    
男
女
平
等
月
間
で
す
！

働
き
方
改
革
は
生
き
方
改
革

女ひ
と

と
男ひ

と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

　

女
性
委
員
会
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

６
月
20
日
、
男
女
平
等
委
員

会
と
女
性
委
員
会
が
合
同
で
、

新
潟
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等

室
へ
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等

に
関
す
る
要
請
を
行
い
、
11
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
男
女
平
等
委
員

会
の
八
木
委
員
長
か
ら
、
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
措
置
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
責
務
規
定
な
ど
、
こ
れ
か
ら

法
制
化
さ
れ
る
新
た
な
ハ
ラ
ス

労
働
局
要
請
お
よ
び
男
女
平
等
研
修
会

私たちの１票で
働き方・生活が

変わる‼

第24回ユースラリー

メ
ン
ト
対
策
の
周
知
徹
底
や
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
を

は
じ
め
と
し
た
仕
事
と
育
児
・

介
護
の
両
立
支
援
強
化
な
ど
、

８
項
目
の
要
請
書
を
手
交
し
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
な
か
で
は
、
不

妊
治
療
を
本
人
か
ら
事
業
主
へ

伝
え
づ
ら
い
と
き
に
有
効
な

「
不
妊
治
療
連
絡
カ
ー
ド
」
の

周
知
依
頼
や
、
働
き
方
改
革
が

単
な
る
「
労
働
時
間
改
革
」
で

は
な
く
「
業
務
改
善
・
生
産
性

向
上
改
革
」
で
あ
る
こ
と
を
事

業
主
へ
周
知
す
べ
き
な
ど
意
見

を
伝
え
、
有
意
義
な
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
午
後
、
勤
労
福
祉

会
館
で
、
男
女
平
等
委
員
会
の

主
催
で
男
女
平
等
研
修
会
を
開

き
、
22
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
連
合
本
部
か
ら
総

2019年 連合地協「平和運動」一覧
地協名 日　時 イベント名 実 施 場 所

下 越 地 協 ８月10日（土）
10：00～ しばた平和のつどい ヨリネスしばた

新 潟 地 協 ８月21日（水）
予定 平和の朗読劇鑑賞 新潟市民プラザ

佐 渡 地 協 ８月10日（土）
18：15～

佐渡ピースキャンドル
プロジェクト

あいぽーと佐渡
佐渡汽船両津港岸壁

県 央 地 協 ８月24日（土）
11：15～ 平和学習フィールドワーク 長岡市内

中 越 地 協

８月１日（木）
14：00～ ながおか平和フォーラム アオーレ長岡

・アリーナ
７月31日（水）

18：00～ 第25回平和の森コンサート 平和の森公園

８月１日（木）
8：00～ 平和祈願祭 平和の森公園

８月１日（木）
9：00～ 長岡市平和祈念式典 アオーレ長岡

・アリーナ
８月１日（木）

10：15～ 市民におくる映画の集い アオーレ長岡
・交流ホールA

７月７日（日）
10：00～ 長岡空襲殉難者追慕の集い アオーレ長岡

・交流ホールA

小千谷支部 ７月13日（土）
10：30～ 小千谷地区 平和の集い 楽集館

南魚沼支部 ８月９日（金）
19：00～ 非核平和集会 南魚沼市役所

本庁舎2階 大会議室

北魚沼支部 ９月28日（土）
　～29日（日） 平和を考えるツアー （仮称） 東京都内

十日町支部

７月26日（金）
～８月９日（金） 原爆ぬりえ展 （平和展） 十日町情報館

８月６日（火）
8：00～ 原水爆禁止十日町市民集会 越後妻有体験交流館

キナーレ・北広場

柏 崎 地 協 ８月17日（土） フィールドワークバスツアー 長岡市内

上 越 地 協 ８月23日（金） 2019平和集会 リージョンプラザ上越
コンサートホール

合
男
女
・
雇
用
平
等
局
の
畠
山

男
女
平
等
局
長
を
招
き
、
６
月

に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）

総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
仕
事
の

世
界
に
お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
の
内
容
や
、
国
際
的

に
日
本
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
現
状
、

６
月
国
会
で
改
正
さ
れ
た
女
性

活
躍
推
進
法
の
内
容
、
連
合
第

４
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画

の
状
況
に
つ
い
て
講
演
を
受
け

ま
し
た
。

　

連
合
は
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
根
絶
に
向
け
て
今
後
も

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 　

６
月
15
日
、
新
潟
市
内
で
連

合
新
潟
青
年
委
員
会
主
催
の
ユ

ー
ス
ラ
リ
ー
を
開
催
し
、
32
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
第
24
回
と

な
る
今
回
の
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は
、

第
25
回
参
議
院
選
挙
が
近
い
こ

と
も
あ
り
、
富
士
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
の
志
垣
一
寅
氏
を
講
師

に
招
い
て
、「
労
働
組
合
に
お

け
る
政
治
活
動
の
必
要
性
」
を

学
習
し
ま
し
た
。

　

学
習
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

中
心
で
、
最
初
に
ゲ
ー
ム
を
交

え
て
、
私
た
ち
は
気
が
付
か
な

い
間
に
数
多
く
の
法
律
と
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
働
き
方
改

革
関
連
法
は
、
報
道
さ
れ
て
い

な
い
部
分
で
も
、
私
た
ち
の
働

き
方
や
生
活
に
関
わ
る
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
驚
い
た
。」「
一
部
の
人
の

利
益
や
思
想
信
条
の
た
め
に
、

辛
い
思
い
を
す
る
弱
者
が
増
え

て
い
く
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
い
っ
た
感
想

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
若
年
層
の
政
治
へ
の

関
心
の
薄
さ
や
投
票
率
の
低
さ

が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
投
票
に
行
く
こ
と
の
大
切
さ
」

を
職
場
の
仲
間
に
伝
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

６
月
23
～
24
日
の
２
日
間
、

沖
縄
県
で
「
連
合
平
和
オ
キ
ナ

ワ
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
連
合

新
潟
か
ら
は
４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
場
は
沖
縄
空
手
会
館
。

空
手
は
琉
球
王
国
時
代
の
沖
縄

が
発
祥
で
、
幾
つ
か
の
型
の
披

露
が
あ
り
、
参
加
者
は
固
唾
を

の
ん
で
見
守
り
そ
の
力
強
さ
に

万
雷
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
連
合
本
部
の
相
原

事
務
局
長
や
連
合
沖
縄
の
大
越

会
長
か
ら
「
戦
争
と
い
う
悲
劇

は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら

　

６
月
23
日
、
新
潟
県
女
性

財
団
主
催
の
「
女ひ

と

と
男ひ

と

フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
が

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
、
連
合
新
潟
女
性
委

員
会
が
開
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
組
合
員
や
一
般
参
加

者
な
ど
28
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

女
性
委
員
会
役
員
に
よ
る

寸
劇
で
、
①
男
性
の
育
休
取

得
、
②
性
別
や
年
齢
、
家
庭

環
境
な
ど
に
よ
る
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
※
の
２

点
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
し
、

そ
の
後
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
そ
れ
ら
に
関
す
る
職
場
の

実
態
や
理
想
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

職
場
の
実
態
と
し
て
は
、

今
ま
で
男
性
の
育
休
取
得
者

が
い
な
い
た
め
言
い
出
し
に

く
い
、
代
わ
り
の
人
員
が
い

な
い
た
め
休
み
に
く
い
な
ど

が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
理
想
の
職
場
に
は
、

育
休
制
度
を
会
社
か
ら
も
積

極
的
に
情
報
提
供
し
て
ほ
し

い
、
十
分
な
人
員
が
ほ
し
い

な
ど
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ

ア
ス
と
い
う
言
葉
を
初
め
て

聞
い
た
と
い
う
方
も
多
く
、

性
別
や
年
齢
な
ど
に
よ
る
無

意
識
な
思
い
込
み
を
せ
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
の
重
要
性
を
参
加
者

で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

※	

無
意
識
の
思
い
込
み
。
独
身

の
人
や
若
い
世
代
は
時
間
に

余
裕
が
あ
る
、
育
児
中
の
人

に
は
仕
事
を
振
り
に
く
い
、

血
液
型
に
よ
る
性
格
の
決
め

つ
け
な
ど
。

な
い
。
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

見
直
し
」
な
ど
に
触
れ
、
全
国

各
地
か
ら
の
参
加
者
を
歓
迎
さ

れ
ま
し
た
。
次
い
で
沖
縄
県
か

ら
の
報
告
が
あ
り
、
米
軍
に
よ

る
事
件
・
事
故
が
繰
り
返
さ
れ

る
が
、
日
米
地
位
協
定
の
範
囲

で
は
そ
れ
を
徹
底
解
明
す
る
こ

と
や
補
償
問
題
と
し
て
扱
う
こ

と
す
ら
で
き
な
い
こ
と
。
一
刻

も
早
く
沖
縄
県
民
の
安
心
し
た

生
活
の
確
保
が
望
ま
れ
る
な
ど

の
課
題
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
と
デ
モ
行
進
で
す
。

新
潟
の
４
人
は
「
戦
跡
コ
ー

ス
」
を
選
び
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔

や
平
和
祈
念
公
園
な
ど
５
か
所

を
慰
霊
の
意
を
込
め
訪
問
し
ま

し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め

て
認
識
し
戦
争
の
な
い
平
和
を

維
持
す
る
こ
と
を
願
い
、
地
方

連
合
、
構
成
組
織
が
一
つ
に
な

っ
て
、
地
元
や
観
光
客
ら
に
見

守
ら
れ
国
際
通
り
で
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
方

に
沖
縄
の
歴
史
と
現
実
を
知
っ

て
も
ら
い
、
沖
縄
の
問
題
で
は

な
く
日
本
の
問
題
と
し
て
考
え

る
機
会
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
沖
縄
戦
に
お
け
る

多
く
の
御
霊
へ
の
弔
い
と
日
本

の
未
来
の
た
め
に
。

（
連
合
新
潟
副
会
長
・
米
山
哲
也
）

『
平
和
の
願
い
永
遠
に
！
』

２
０
１
９
連
合
平
和
オ
キ
ナ
ワ
集
会


